
資料 事業（主催）報告書 
令和元年 2 月 3 日 

事業名称 
第 44 回 技術サロン 

主催：日本技術士会中国本部男女共同参推進委員会、近畿大学工学部 

開催日時 令和元年 12 月 21 日（土）13:00～15:00 

開催場所 近畿大学工学部（東広島キャンパス） 

関 与 主 催 参加人数 
7 名 

(会員 3 名，非会員 4 名) 
CPD 2 時間 00 分 

事業内容 

 

近畿大学工学部のロボティクス学科 田上講師と電子情報工学科 出口准教授のご協力を

得て近畿大学工学部にて技術サロンを開催した。東京の本部とも web 中継を行い、情報交

換を行った。 

 

東京会場と近畿大学の双方で自己紹介とアイスブレイクのミニゲームを行い、続けて、

本部より技術士制度の説明をしていただいた。その後はしばらく各々の会場で懇談を行い、

最後に東京会場の若い女性技術者の方からのアドバイスを聞くことができた。 

 

 近畿大学のサロンはスイーツをいただきながら行い、学生のみなさんからは今学ん

でいることや就職活動の様子などを聞かせていただいた。女性技術士からは技術士と

いう資格を知っていただくとともに、男女共同参画推進委員会の冊子「技術サロン報

告書」を配布し、多様なロールモデルを知ってもらうことに努めた。また、技術士と

いう資格を目指すことは就職試験だけでなく社会人になった時にも役立つので挑戦し

て欲しいと話した。  

 東京会場は若い女性技術者の方が参加されており、近畿大学の卒業生もおられたこ

とから、再度 web 中継の時間をいただいた。学生も身近な先輩として質問できたので

はないかと感じた。質問への回答も「就職前のほうが自分の時間を取りやすいので資

格試験の勉強を今のうちに行っておいてほしい」、「インターンシップは就職前しか体

験できず、就職前に職場を知る事ができる良い機会なので是非参加してほしい」など、

大学生の目線になって答えていただいたため、就職活動から社会人になるまでのイメ

ージがつかみやすかったと思う。参加した学生からは「技術士という資格を知らない

学生は多いのでもっとＰＲしてほしい」、「就職活動の参考となる話も聞けて良かった」

と好評をいただいた。 
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